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健
康
保
険
証
が
あ

れ
ば
何
の
問
題
も

な
い
の
に
、
問
題

だ
ら
け
の
マ
イ
ナ

保
険
証
で
は
？
ダ

メ
で
す
▼
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所

の
性
加
害
問
題
は
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ

放
送
が
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
は
数
か
月
に
渡
り

取
り
上
げ
ず
に
い
ま
し
た
。
い

ま
炎
上
し
て
い
ま
す
▼
イ
ン
ボ

イ
ス
の
横
文
字
で
分
か
り
に
く

く
し
て
全
て
の
国
民
、
事
業
者

か
ら
税
金
を
取
ろ
う
と
す
る
姑

息
な
手
段
。
一
方
で
、
減
税
を

打
ち
出
し
て
臨
時
国
会
を
招
集

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
▼
も
と

も
と
聞
い
た
フ
リ
、
見
た
フ

リ
、
や
っ
た
フ
リ
の
安
倍
・
菅

政
治
を
引
き
継
い
だ
岸
田
政
権

も
、
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
無
い
無

法
無
慈
悲
な
政
治
に
国
民
は
ウ

ン
ザ
リ
し
て
い
ま
す
▼
そ
れ
で

も
ど
っ
こ
い
、
私
達
は
生
き
て

い
ま
す
。
９
月
17

日
に
北
見
の

大
場
生
健
会
会
長
の
近
所
の
公

園
で
焼
肉
交
流
会
が
あ
り
ま
し

た
。
野
菜
と
海
産
物
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
養
い
ま
し
た
。
国
民
い

じ
め
の
政
治
に
、
負
け
て
た
ま

る
か
！

北
見
生
活
と
健
康
を
守
る
会

　
　
　

副
会
長　

神
田
優

補
正
予
算 

介
護
保
険
の
黒
字
２
億
円

介
護
保
険
料
を
上
げ
る
な
！

　

９
月
議
会
で
は
、
一
般
会
計

と
３
特
別
会
計
、
３
企
業
会
計

に
つ
い
て
の
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

住
環
境
改
善
事
業
に
つ
い

て
、
松
浦
議
員
は
今
ま
で
対
象

外
だ
っ
た
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

更
新
」
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
今
回
か
ら
対
象
と

す
る
考
え
を
市
は
示
し
ま
し

た
。

　

公
園
遊
具
の
撤
去
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
の
声
を
聞
い
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
整
備
対
象
と
な
る

問
　
子
ど
も
の
貧
困
率
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
は
２
０
２
２

年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た
が
、
２
０
２
１

年
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
、

11
・
５
％
で
３
年
前
と
比
べ
２
・

５
％
改
善
し
て
い
た
。た
だ
し
、

ひ
と
り
親
世
帯
で
は
44

・
５
％

と
依
然
と
し
て
際
立
っ
て
高
い

と
指
摘
。
網
走
市
の
子
ど
も
の

貧
困
率
に
つ
い
て
の
認
識
は
？

学
校
教
育
部
長 

 

厚
生
労
働
省

の
「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
の
よ

う
な
指
標
は
な
い
が
、要
保
護
、

準
要
保
護
児
童
生
徒
が
一
つ
の

９
月
議
会　

松
浦
議
員
の
一
般
質
問 

３

　
　

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

　
「生
理
の
貧
困
」
と
は
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
生
理
用
品
を
入
手
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
す
。
「生
理
の
貧

困
」
が
女
性
の
心
身
の
健
康
等
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
調
査
で
、

厚
生
労
働
省
２
０
２
２
年
２
月
に
よ
る
と
、
問
題
の
背
景
に
は

「経

済
的
な
理
由
の
他
に
も
親
に
頼
め
な
か
っ
た
。
生
理
を
話
題
に
し
に

く
い
風
潮
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
松
浦
議
員
は
、
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め

「生
理
の
貧
困
」
に
つ
い
て
、
女
性
も
男
性
も
し
っ
か
り
と

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

９月議会の補正予算 （抜粋）
一般会計　

項目 内容 補正額

公園遊具安全対策 撤去 5 公園、 設置は来年度 220万

住環境改善 ( リフォーム助成 ) 申請件数と申請額の増 1,000万

麦 ・ 大豆生産技術向上 営農技術の向上、 機械 12 台 1 億 1,731 万

畑作生産緊急支援 豆、 馬鈴薯の機械 13 台 8,316 万

能取湖ホタテへい死対策 要因の究明、 海水モニタリング 150 万

地域資源活用型観光 流氷観光ツアーの商品化 225 万

道路維持補修 ８月の大雨の被害復旧 3 ヶ所 440万

除雪作業車整備 小型ﾛｰﾀﾘｰ車購入、 R ６に繰越 3,116 万

コミュニティセンター修繕 西コミセンの緊急用放送設備 107 万

ふれあい活動センター修繕 カーペット床の貼り換え 172 万

公的病院支援 （厚生病院） 脳神経外科運営支援 3,618 万

コロナワクチン接種事業 8 回目、 全市民対象 7,711 万

ごみ処理事業 生活環境影響調査 （大空町） 226 万

ホタテ消費拡大 ( 追加） 関東圏販売、 大学食堂利用 1,228万

小中学校冷房設備調査 ( 追加） 学校の電力設備の調査と計画 350 万

　　　　　　　　　　　　　　合　計 3 億 8,887 万

指
標
と
考
え
て
い
る
。
就
学
援

助
の
認
定
割
合
は
、
こ
こ
数
年

は
20

％
台
前
後
で
推
移
。
直
近

３
か
年
の
状
況
は
令
和
３
年
度

が
21

・
９
％
、
令
和
４
年
度
が

19

・
１
％
、
令
和
５
年
度
の
当

初
は
17
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、

大
き
な
変
化
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
就
学
援
助
で
あ
る
程
度
は

子
ど
も
の
貧
困
は
把
握
で
き
る

と
思
う
が
、
不
十
分
と
思
う
。

一
番
把
握
で
き
る
の
は
担
任
の

先
生
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
状
況
把
握
し
て
い
る
の
か
？

学
校
教
育
部
長 

 

担
任
に
お
い

て
は
、
各
家
庭
の
収
入
な
ど
経

済
状
況
の
把
握
は
困
難
で
あ
る

が
、
毎
日
、
子
ど
も
の
顔
色
や

身
な
り
行
動
な
ど
、
逐
一
、
確

認
観
察
。
少
し
で
も
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
校
長
・
教
頭

に
報
告
し
、
全
体
で
情
報
を
共

有
し
て
組
織
的
な
対
応
に
努

め
、
状
況
に
よ
っ
て
は
家
庭
訪

問
を
す
る
な
ど
状
況
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

問
　
最
近
は
家
庭
訪
問
を
し
て

い
な
い
と
聞
く
が
実
態
は
？

学
校
教
育
部
長 
 

コ
ロ
ナ
禍
か

ら
、
学
校
で
希
望
さ
れ
る
保
護

者
の
面
談
を
し
て
い
る
。

問
　
２
０
２
２
年
の
厚
生
労
働

省
の
調
べ
で
、
若
者
の
５
人
に

１
人
が
「
金
銭
的
理
由
で
生
理

用
品
を
買
う
の
に
苦
労
し
た
」

と
報
告
し
て
い
る
。
現
在
、
女

子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
す

る
自
治
体
が
増
。
４
月
か
ら
道

立
高
校
で
実
現
。
市
は
小
中
学

校
に
「
生
理
用
品
の
設
置
を
」

決
断
す
べ
き
だ
。

学
校
教
育
部
長 

 

ト
イ
レ
に
設

置
は
気
兼
ね
な
く
使
用
で
き
る

が
、
保
健
室
で
の
対
応
に
よ
り

困
り
ご
と
や
家
庭
状
況
な
ど
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

学
校
と
も
協
議
・
検
討
し
て
い

き
た
い
。

※
松
浦
議
員
は
、
放
置
で
き
な

い
問
題
で
あ
り
、
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
の
設
置
を
引
き
続
き
求

め
て
い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
。

公
園
の
地
域
に
行
き
聞
き
取
り

を
し
て
決
め
る
と
の
考
え
を
市

は
示
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
村
椿
議
員
は
令
和
４
年
度

の
２
億
の
黒
字
に
よ
り
基
金
積

立
金
の
総
額
を
問
い
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
３
億
９
９
０
万
に
な

る
と
市
は
答
え
ま
し
た
。

　

村
椿
議
員
は
今
年
度
に
見
直

す
介
護
保
険
計
画
で
は
、
基
金

積
立
金
を
活
用
し
て
来
年
度
か

ら
の
保
険
料
が
上
が
ら
な
い
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

特別会計

介護保険 R4 年度事業 積立金、 返還金 2 億 128 万 ( 積立金 1 億 2,547
万、 返還金 7,581 万）　　　　　

国民健康保険 R4 年度事業 積立金、 返還金 1,275 万 ( 積立金 1,171 万、 返
還金 104 万）　　　　　　　　　　


